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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部と、キー操作部と、前記表示部及び前記キー操作部の制御を行う制御部と、を備
え、
　前記キー操作部は、第１種記号と第２種記号とが割り当てられている複数のキーからな
る第１キー群と、前記第１キー群のキーにより入力された前記第１種記号及び前記第２種
記号を消去する機能が割り当てられている特定キーとを含んで構成されており、
　前記制御部は、
　　初期画面を前記表示部に表示させている状態において、前記第１キー群のキーが押下
されたときには、前記表示部の第１種記号表示領域に押下されたキーに割り当てられてい
る前記第１種記号を表示し、前記表示部の第２種記号表示領域に押下されたキーに割り当
てられている前記第２種記号を表示するように制御し、
　　前記特定キーが押下されたときに、当該特定キーの押下数に応じて、前記第１種記号
の最後尾の記号から消去し、かつ、前記第２種記号の最後尾の記号から消去するように制
御し、
　　さらに、前記第１キー群のキーの押下により、前記第１種記号表示領域と前記第２種
記号表示領域とにそれぞれ記号が入力され、前記第１種記号表示領域に入力されている記
号の数と前記第２種記号表示領域に入力されている記号の数とが異なっているときに、前
記特定キーが押下されて、前記第１種記号表示領域又は前記第２種記号表示領域のいずれ
か一方の表示領域に入力されている記号が全て消去された場合には、当該記号が全て消去
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された前記一方の表示領域を消去し、まだ記号が残存している他方の表示領域を前記表示
部に拡大して表示する
ことを特徴とする携帯電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、操作部を有する携帯電子機器に関し、特に、複数種類の記号が同一のキーに
割り当てられている携帯電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電子機器は、各種の情報を表示する表示部と、複数のキーにより構成されている操
作部を備えている。
【０００３】
　ここで、携帯電話装置等の携帯電子機器では、着信を待ち受けるときやその他のアプリ
ケーションの起動を待ち受けるときには、表示部に初期画面が表示される。この初期状態
において、数字が割り当てられている操作キーが押下されると、当該押下された操作キー
に対応する数字を表示部に表示する。そして、携帯電話装置は、表示部に数字が表示され
ている状態において、例えば、オフフックキーが押下された場合には、入力されている数
字に基づいた電話発信処理を行い、また、計算機（電卓）を起動するキーが押下された場
合には、入力されている数字を初期の数値として計算機アプリケーションを起動する。
【０００４】
　また、携帯電子機器では、初期画面からキー操作をしたときに、当該キー操作に応じた
文字が表示部に表示され、所定の操作（アプリケーションの一覧を表示するキーを押下す
る操作）が実行されたときに、表示されている文字列に対応するアプリケーションの一覧
が表示され、当該一覧の中から一のアプリケーションを選択することによりアプリケーシ
ョンの起動を実行する技術が提案されている（例えば、特許文献１を参照）。
【特許文献１】特開２００７－２００２４３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、初期画面の状態において、ユーザが数字と文字とが割り当てられているキー
を押下した場合に、キー操作の初期段階においては、ユーザがどちらの記号を意識しなが
ら操作しているか分からない。特許文献１の技術のように文字の入力を優先させた場合に
は、数字の入力が無視されることになり、一方、数字の入力を優先させると、文字の入力
が無視されることになり、ユーザの意思が反映されない可能性がある。
【０００６】
　また、キー操作が行われた場合に、当該キーに割り当てられている複数の記号（例えば
、数字や文字）をそれぞれを、例えば別々の画面領域に並列的に表示したときに、一方の
画面領域に文字が表示される場合において、当該文字の履歴情報を保有し続けることは、
メモリに負荷を与えてしまう。
【０００７】
　本発明は、初期画面が表示されている状態から、容易に複数種類の記号をそれぞれの表
示画面に同時に表示し、かつ、メモリへの負担を軽減することができる携帯電子機器を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る携帯電子機器は、上記課題を解決するために、表示部と、キー操作部と、
前記表示部及び前記キー操作部の制御を行う制御部と、を備え、前記キー操作部は、第１
種記号と第２種記号とが割り当てられている複数のキーからなる第１キー群と、前記第１
キー群のキーにより入力された前記第１種記号及び前記第２種記号を消去する機能が割り



(3) JP 4986947 B2 2012.7.25

10

20

30

40

50

当てられている特定キーとを含んで構成されており、前記制御部は、初期画面を前記表示
部に表示させている状態において、前記第１キー群のキーが押下されたときには、前記表
示部の第１種記号表示領域に押下されたキーに割り当てられている前記第１種記号を表示
し、前記表示部の第２種記号表示領域に押下されたキーに割り当てられている前記第２種
記号を表示するように制御し、前記特定キーが押下されたときに、当該特定キーの押下数
に応じて、前記第１種記号の最後尾の記号から消去し、かつ、前記第２種記号の最後尾の
記号から消去するように制御し、さらに、前記第１キー群のキーの押下により、前記第１
種記号表示領域と前記第２種記号表示領域とにそれぞれ記号が入力され、前記第１種記号
表示領域に入力されている記号の数と前記第２種記号表示領域に入力されている記号の数
とが異なっているときに、前記特定キーが押下されて、前記第１種記号表示領域又は前記
第２種記号表示領域のいずれか一方の表示領域に入力されている記号が全て消去された場
合には、当該記号が全て消去された前記一方の表示領域を消去し、まだ記号が残存してい
る他方の表示領域を前記表示部に拡大して表示することを特徴とする。
【０００９】
　また、上記携帯電子機器では、前記制御部は、前記第１キー群のキーの押下により、前
記第１種記号表示領域と前記第２種記号表示領域とにそれぞれ記号が入力され、前記第１
種記号表示領域に入力されている記号の数と前記第２種記号表示領域に入力されている記
号の数とが異なっているときに、前記特定キーが押下されて、前記第１種記号表示領域又
は前記第２種記号表示領域のいずれか一方に対応する記号が全て消去され、他方に対応す
る記号がまだ残存している場合には、前記第１種記号表示領域及び前記第２種記号表示領
域の双方を表示し続け、その後、前記第１キー群のキーの押下が行われた場合には、押下
されたキーに割り当てられている前記第１種記号を前記第１種記号表示領域に表示し、か
つ、押下されたキーに割り当てられている前記第２種記号を前記第２種記号表示領域に表
示することが好ましい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、通信の待ち受け状態から、容易に複数種類の記号をそれぞれの表示画
面に同時に表示し、かつ、メモリへの負担を軽減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施の形態について説明する。図１は、本発明に係る携帯電子機器の一
例である携帯電話装置１の外観斜視図を示す。なお、図１は、いわゆる折り畳み型の携帯
電話装置の形態を示しているが、本発明に係る携帯電話装置の形態としては特にこれに限
られない。例えば、両筐体を重ね合わせた状態から一方の筐体を一方向にスライドさせる
ようにしたスライド式や、重ね合せ方向に沿う軸線を中心に一方の筐体を回転させるよう
にした回転式（ターンタイプ）や、操作部と表示部とが一つの筐体に配置され、連結部を
有さない形式（ストレートタイプ）でも良い。
【００１３】
　携帯電話装置１は、操作部側筐体部２と、表示部側筐体部３と、を備えて構成される。
操作部側筐体部２は、表面部１０に、操作部１１と、携帯電話装置１の使用者が通話時に
発した音声が入力されるマイク１２と、を備えて構成される。操作部１１は、各種設定や
電話帳機能やメール機能等の各種機能を作動させるための機能設定操作キー１３と、電話
番号の数字やメール等の文字等を入力するための入力操作キー１４と、各種操作における
決定やスクロール等を行う決定操作キー１５と、から構成されている。
【００１４】
　また、表示部側筐体部３は、表面部２０に、各種情報を表示するためのＬＣＤ（Ｌｉｑ
ｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）表示部２１と、通話の相手側の音声を出力す
るスピーカ２２と、を備えて構成されている。
【００１５】
　また、操作部側筐体部２の上端部と表示部側筐体部３の下端部とは、ヒンジ機構４を介
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して連結されている。また、携帯電話装置１は、ヒンジ機構４を介して連結された操作部
側筐体部２と表示部側筐体部３とを相対的に回転することにより、操作部側筐体部２と表
示部側筐体部３とを互いに開いた状態（開放状態）にしたり、操作部側筐体部２と表示部
側筐体部３とを折り畳んだ状態（折畳み状態）にしたりできる。
【００１６】
　また、図２は、携帯電話装置１を折畳んだ状態の斜視図を示している。操作部側筐体部
２は、外平面部に、時計やメールの着信等が表示されるサブＬＣＤ表示部３０が備えられ
ている。
【００１７】
　また、図３は、携帯電話装置１の機能を示す機能ブロック図である。携帯電話装置１は
、図３に示すように、操作部１１（キー操作部）と、マイク１２と、メインアンテナ４０
と、ＲＦ回路部４１と、ＬＣＤ制御部４２と、音声処理部４３と、メモリ４４と、制御部
４５と、が操作部側筐体部２に備えられ、ＬＣＤ表示部２１（表示部）と、スピーカ２２
と、ドライバＩＣ２３と、サブＬＣＤ表示部３０とが表示部側筐体部３に備えられている
。
【００１８】
　メインアンテナ４０は、第１の使用周波数帯（例えば、８００ＭＨｚ）で基地局等と通
信を行い、ＧＰＳ通信のための第２の使用周波数帯（例えば、１．５ＧＨｚ）に対応でき
るデュアルバンド対応構成である。なお、本実施の形態では、第１の使用周波数帯として
、８００ＭＨｚとしたが、これ以外の周波数帯であっても良い。また、メインアンテナ４
０は、第１の使用周波数帯で外部装置と通信を行い、ＧＰＳ通信のための第２の使用周波
数帯に対応できるアンテナを別途設けても良い。
【００１９】
　ＲＦ回路部４１は、メインアンテナ４０によって受信した信号を復調処理し、処理後の
信号を制御部４５に供給する。そして、制御部４５から供給された信号を変調処理し、メ
インアンテナ４０を介して外部装置（基地局）に送信する。また、その一方で、メインア
ンテナ４０によって受信している信号の強度を制御部４５に通知を行う。
【００２０】
　ＬＣＤ制御部４２は、制御部４５の制御にしたがって、所定の画像処理を行い、処理後
の画像データをドライバＩＣ２３に出力する。ドライバＩＣ２３は、ＬＣＤ制御部４２か
ら供給された画像データをフレームメモリに蓄え、所定のタイミングでＬＣＤ表示部２１
又はサブＬＣＤ表示部３０に出力する。
【００２１】
　音声処理部４３は、制御部４５の制御にしたがって、ＲＦ回路部４１から供給された信
号に対して所定の音声処理を行い、処理後の信号をスピーカ２２に出力する。スピーカ２
２は、音声処理部４３から供給された信号を外部に出力する。
【００２２】
　また、音声処理部４３は、制御部４５の制御にしたがって、マイク１２から入力された
信号を処理し、処理後の信号をＲＦ回路部４１に出力する。ＲＦ回路部４１は、音声処理
部４３から供給された信号に所定の処理を行い、処理後の信号をメインアンテナ４０に出
力する。
【００２３】
　メモリ４４は、例えば、ワーキングメモリを含み、制御部４５による演算処理に利用さ
れる。また、メモリ４４には、複数のアプリケーションや当該アプリケーションが必要と
する各種のテーブル等が記憶されている。また、メモリ４４は、着脱可能な外部メモリを
兼ねていても良い。
【００２４】
　制御部４５は、携帯電話装置１の全体を制御しており、中央処理装置(ＣＰＵ)等を用い
て構成される。ここで、操作部１１によるキー操作に応じた制御部４５の制御動作につい
て説明する。制御部４５は、原則的に現在アクティブに起動されているアプリケーション
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に応じて、操作部１１を構成する各キー（機能設定操作キー１３、入力操作キー１４、決
定操作キー１５）に割り当てる記号や機能を変化させる。
【００２５】
　具体的には、操作部１１は、いずれかのキーが押下されたときに、当該キーの位置情報
（例えば、図４（ａ）に示すように、入力操作キー１４の第２行左列のキー（「１」と「
あ」が表面に印刷されているキー）が押下された場合には、（Ｘ２、Ｙ１）なる位置情報
）を制御部４５に送信する。制御部４５は、メモリ４４にアクセスして、現在アクティブ
になっているアプリケーションに対応するキーアサインテーブルを参照し、操作部１１か
ら送信されてきた位置情報から割り当てられている記号や機能の処理を実行する。例えば
、メモリ４４には、図４（ｂ）～図４（ｄ）に示すように、複数のキーアサインテーブル
が格納されている。なお、図４（ｂ）は、電話発信を行う際に利用されるテーブルであり
、図４（ｃ）は、メモ帳アプリケーションやメールアプリケーションにおいて利用される
テーブルであり、図４（ｄ）は、テレビアプリケーションにおいてチャンネルを変更する
際に利用されるテーブルである。
【００２６】
　なお、記号の処理の実行とは、例えば、現在アクティブになっているアプリケーション
がメモ帳の場合には、「１」や「あ」をＬＣＤ表示部２１に表示することを意味している
。また、機能の処理の実行とは、例えば、現在アクティブになっているアプリケーション
がテレビの場合には、表示チャンネルを１ｃｈに設定することを意味している。
【００２７】
　このようにして、メモリ４４には、複数のキーアサインテーブルが格納されており、制
御部４５は、アプリケーションに応じて、参照するキーアサインテーブルを切り替え、操
作部１１から送信されてくるキーの位置情報に基づいて所定のキーアサインテーブルを参
照して、所定の処理を実行する。
【００２８】
　このように構成される携帯電話装置１では、通信の待ち受け状態において、キー操作が
行われた場合に、当該キーに割り当てられている複数の記号（例えば、数字や文字）をそ
れぞれを、例えば別々の画面領域に並列的に表示し、所定のキー操作が行われた場合に一
方の記号が表示されている画面を有効にする機能を有している。また、携帯電話装置１で
は、キー操作に応じて別々の画面領域に異なる記号を表示する際において、記号の桁数が
異なる場合がある。
【００２９】
　例えば、「０」と「わ」が印刷されているキーが押下されると、一方の表示領域に「０
」が表示され、他方の表示領域に「わ」が表示され、続いて、「４」と「た」が印刷され
ているキーが押下されると、一方の表示領域に「０４」が表示され、他方の表示領域に「
わた」が表示され、続いて、「５」と「な」が印刷されているキーが押下されると、一方
の表示領域に「０４５」が表示され、他方の表示領域に「わたな」が表示され、続いて、
「６」と「は」が印刷されているキーが４回押下されると、一方の表示領域に「０４５６
６６６」が表示され、他方の表示領域に「わたなへ」が表示され、さらに、「※」と「゛
（濁点）」が印刷されているキーが押下されると、一方の表示領域に「０４５６６６６※
」（８桁）が表示され、他方の表示領域に「わたなべ」（４桁）が表示される。
【００３０】
　また、このように両表示領域における表示桁数が異なっている場合において、他方の表
示領域に表示されている文字情報「わたなべ」に対してその履歴情報「０４５６６６６※
」をメモリに有している場合には、一方の表示領域に表示されている「※」を消去（クリ
ア）する操作を行ったときには、他方の表示領域では「わたなへ」と変化することになる
。ここで、ユーザが文字情報に対して消去操作を行う場合には、濁点のみを消去するケー
スは稀であると考えられる。
【００３１】
　そこで、携帯電話装置１は、待ち受け状態からキー入力の操作が行われた場合には、当
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該キーに割り当てられている複数の記号（例えば、数字や文字）をそれぞれを、例えば別
々の領域に並列的に表示し、その後、クリアの操作が行われたときには両表示領域に表示
されている記号を一つずつ消去する機能を有し、また、文字情報に対する履歴情報を有さ
ないようにし、文字情報については文字情報のみとして扱い、数字情報については数字情
報のみとして扱う機能を有する。
【００３２】
　ここで、上述した機能を発揮するための制御部４５の動作について説明する。なお、操
作部１１は、第１キー群（例えば、図１中Ｃに示す、入力操作キー１４の第２行目から第
５行目に位置する複数のキー）と、特定キー１４ａ（例えば、図１中Ｄに示す、入力操作
キー１４の第１行目中央のクリアキー）と、第２キー（例えば、決定操作キー１５）と、
第３キー（例えば、図１中Ｂに示す、入力操作キー１４の左列最上位行に位置するオフフ
ックキー）と、を含んで構成されている。
【００３３】
　第１キー群は、第１種記号（例えば、「あ」、「い」、「う」等のひらがな）と第２種
記号（例えば、「１」、「２」、「３」等の数字）とが割り当てられている複数のキーよ
り構成されている。特定キー１４ａは、第１キー群に含まれているキーにより入力された
前記第１種記号及び前記第２種記号を消去する機能が割り当てられているキーである。第
２キーは、第１種記号及び第２種記号が割り当てられておらず、複数の機能（例えば、か
なを漢字に変換する機能等）が割り当てられているキーである。第３キーは、第１種記号
及び第２種記号が割り当てられておらず、第２キーとは異なる機能（例えば、電話発信を
行う機能等）が割り当てられているキーである。
【００３４】
　制御部４５は、着信等を待ち受ける初期画面１００をＬＣＤ表示部２１に表示させてい
る状態において（図５（ａ））、第１キー群に含まれているキーが押下されたときには、
押下された１キーに割り当てられている第１種記号（例えば、「あ」、「い」、「う」等
のひらがな）を表示する第１種記号表示領域１０１と、押下されたキーに割り当てられて
いる第２種記号（例えば、「１」、「２」、「３」等の数字）を表示する第２種記号表示
領域１０２とを初期画面１００に替えてＬＣＤ表示部２１に表示するように制御する（図
５（ｂ））。
【００３５】
　また、制御部４５は、特定キー１４ａが押下されたときに、当該特定キー１４ａの押下
に応じた数の記号を、第１種記号表示領域１０１に表示されている最後尾の記号から消去
し、かつ、第２種記号表示領域１０２に表示されている最後尾の記号から消去するように
制御する（図６）。ここで、図６では、キー操作によって、第１種記号表示領域１０１に
は、「わたなべ」が表示され、第２種記号表示領域１０２には、「０４５６６６＊」が表
示されている状態において（図６（ａ））、特定キー１４ａが１回押下されることにより
、第１種記号表示領域１０１では、「べ」が消去されて「わたな」が表示され、第２種記
号表示領域１０２では、「※」が消去されて「０４５６６６」が表示され（図６（ｂ））
、次に、特定キー１４ａを３回連続押下することにより、第１種記号表示領域１０１では
、「わたな」が消去されて記号が未入力の状態になり、第２種記号表示領域１０２では、
「６６＊」が消去されて「０４５６」が表示され（図６（ｃ））、さらに、特定キー１４
ａが１回押下されることにより、第１種記号表示領域１０１では、未入力の状態が維持さ
れ、第２種記号表示領域１０２では、「６」が消去されて「０４５」が表示される（図６
（ｄ））。また、図示しないが、特定キー１４ａが一定時間連続的に押下されたときには
、第１種記号表示領域１０１及び第２種記号表示領域１０２に表示されている全ての記号
が消去される。
【００３６】
　このように構成されることにより、携帯電話装置１では、例えば、特定キー１４ａが１
回だけ押下されたときには、第１種記号表示領域１０１に表示されている記号「わたなべ
」の最後尾である「べ」が消去され、また、第２種記号表示領域１０２に表示されている
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記号「０４５６６６６※」の最後尾である「※」が消去されるので、入力された記号に対
する編集を容易にし、ユーザに対して操作負担を与えることがなく、ユーザの意思を反映
することができる。
【００３７】
　また、制御部４５は、第１キー群のキーの押下により、第１種記号表示領域１０１と第
２種記号表示領域１０２とにそれぞれ記号が入力され、第１種記号表示領域１０１に入力
されている記号の数と第２種記号表示領域１０２に入力されている記号の数とが異なって
いるときに、特定キー１４ａが押下されて、第１種記号表示領域１０１又は第２種記号表
示領域１０２のいずれか一方の表示領域に入力されている記号が全て消去され、他方の表
示領域にまだ記号が残存している場合には、第１種記号表示領域１０１及び第２種記号表
示領域１０２の双方を表示し続ける。制御部４５は、その後、第１キー群のキーの押下が
行われた場合には、押下されたキーに割り当てられている第１種記号を第１種記号表示領
域１０１に表示し、かつ、押下されたキーに割り当てられている第２種記号を第２種記号
表示領域１０２に表示する。
【００３８】
　このように構成されることにより、携帯電話装置１は、例えば、第１種記号表示領域１
０１に表示されている文字列が全て削除されても、第２種記号表示領域１０２に表示され
ている数字列がまだ残存している場合には、第１種記号表示領域１０１を表示し続け、新
たに第１キー群のキーの押下が行われた場合には、押下されたキーに割り当てられている
第１種記号を第１種記号表示領域１０１に表示し、かつ、押下されたキーに割り当てられ
ている第２種記号を第２種記号表示領域１０２に続けて表示するので、勢いあまって記号
を削除し過ぎた場合であっても、再び両表示領域に記号の入力が可能となる。
【００３９】
　また、制御部４５は、第１キー群のキーの押下により、第１種記号表示領域１０１と第
２種記号表示領域１０２とにそれぞれ記号が入力され、第１種記号表示領域１０１に入力
されている記号の数と第２種記号表示領域１０２に入力されている記号の数とが異なって
いるときに、特定キー１４ａが押下されて、第１種記号表示領域１０１又は第２種記号表
示領域１０２のいずれか一方の表示領域に入力されている記号が全て消去された場合には
、当該記号が全て消去された方の表示領域を消去し、まだ記号が残存している方の表示領
域をＬＣＤ表示部２１全体に拡大表示する。
【００４０】
　このように構成されることにより、携帯電話装置１は、全ての記号が削除された表示領
域をＬＣＤ表示部２１から消去し、記号が残存している表示領域をＬＣＤ表示部２１全体
に拡大表示するので、視認性を向上させることができ、また、制御部４５に対する処理負
担を軽減することができる。
【００４１】
　ここで、図５に示す例においては、初期画面（図５（ａ））において、キー操作（「０
」と「わをん」が表面に印刷されているキー）を行った場合には、第１種記号が表示され
る第１種記号表示領域１０１に「わ」が表示され、同時に、第２種記号が表示される第２
種記号表示領域１０２に「０」が表示される（図５（ｂ））。そして、連続して、複数の
キー操作が行われ、第１種記号表示領域１０１には「わたなべ」が表示され、第２種記号
表示領域１０２には「０４５６６６６＊」が表示される（図５（ｃ））。
【００４２】
　また、表示領域が図５（ｂ）や図５（ｃ）等の状態において、決定操作キー１５が上下
操作された場合には、制御部４５は、かなを漢字に変換する処理を実行する。また、第１
種記号表示領域１０１が表示領域全体に渡って表示される（図５（ｄ））。また、制御部
４５は、図５（ｄ）の状態において、入力操作キー１４の左列最上位のキー（いわゆる、
オフフックキー）が押下された場合には、表示されている文字を拡大等の処理を行う（図
５（ｅ））。
【００４３】
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　また、表示領域が図５（ｂ）や図５（ｃ）等の状態において、入力操作キー１４の左列
最上位のキー（オフフックキー）が押下された場合には、制御部４５は、第２種記号表示
領域１０２に表示されている数字列に基づいて電話発信の処理を行う。
【００４４】
　このようにして、制御部４５は、通信の待ち受け状態からキー操作が行われ、任意の記
号が入力された後、決定操作キー１５が押下されるか否かによって、オフフックキーに対
して、異なる機能を割り当てる制御を行うので、キーの構成数が少ない携帯電話装置１に
おいて、各キーの利用効率を向上させることができる。
【００４５】
　ここで、制御部４５による記号のクリアについての制御手順について、図７に示すフロ
ーチャートを参照しながら説明する。なお、以下では、第１種記号表示領域１０１及び第
２種記号表示領域１０２にはすでに記号の入力が行われており、特定キー１４ａが１回だ
け押下されたものとする。
【００４６】
　ステップＳ１において、制御部４５は、数字情報があるか否かを判断する。具体的には
、制御部４５は、第２種記号表示領域１０２に数字が表示されているか否かを判断する。
数字情報があると判断した場合（Ｙｅｓ）には、ステップＳ２に進み、数字情報がないと
判断した場合（Ｎｏ）には、ステップＳ３に進む。
【００４７】
　ステップＳ２において、制御部４５は、数字情報を一つ消去する。具体的には、制御部
４５は、第２種記号表示領域１０２に表示されている記号の最後尾から記号を一つ消去す
る。
【００４８】
　ステップＳ３において、制御部４５は、数字情報がない旨を設定する。
【００４９】
　ステップＳ４において、制御部４５は、文字情報があるか否かを判断する。具体的には
、制御部４５は、第１種記号表示領域１０１に文字が表示されているか否かを判断する。
文字情報があると判断した場合（Ｙｅｓ）には、ステップＳ５に進み、文字情報がないと
判断した場合（Ｎｏ）には、ステップＳ６に進む。
【００５０】
　ステップＳ５において、制御部４５は、文字情報を一つ消去する。具体的には、制御部
４５は、第１種記号表示領域１０１に表示されている記号の最後尾から記号を一つ消去す
る。
【００５１】
　ステップＳ６において、制御部４５は、文字情報がない旨を設定する。
【００５２】
　ステップＳ７において、制御部４５は、ステップＳ３の工程及びステップＳ６の工程に
おける設定状態を参照し、数字情報及び文字情報がない設定になっているか否かを判断す
る。数字情報及び文字情報がない設定になっている場合（Ｙｅｓ）には、ステップＳ８に
進み、数字情報又は／及び文字情報がない設定になっていない場合（Ｎｏ）には、処理を
終了する。
【００５３】
　ステップＳ８において、制御部４５は、アプリケーションを終了、すなわち、第１種記
号表示領域１０１及び第２種記号表示領域を消去し、初期画面１００に切り替える制御を
行う。
【００５４】
　このように構成されることにより、携帯電話装置１は、例えば、第１種記号表示領域１
０１に表示されている文字列が全て削除されても、第２種記号表示領域１０２に表示され
ている数字列がまだ残存している場合には、第１種記号表示領域１０１を表示し続け、新
たに第１キー群のキーの押下が行われた場合には、押下されたキーに割り当てられている
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第１種記号を第１種記号表示領域１０１に表示し、かつ、押下されたキーに割り当てられ
ている第２種記号を第２種記号表示領域１０２に続けて表示することができ、文字情報に
対する履歴情報を保持しないので、メモリへの負担を軽減することができる。
【００５５】
　なお、図４に示したキーアサインの方法は、一例であって本方法に限定されることはな
い。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】携帯電話装置１の外観斜視図である。
【図２】携帯電話装置１を折畳んだ状態の斜視図である。
【図３】携帯電話装置１の機能を示す機能ブロック図である。
【図４】キーアサインについての説明に供する図である。
【図５】初期画面から第１種記号表示領域と第２種記号表示領域による分割領域に表示状
態が変化し、その後、第１種記号表示領域に表示状態が変化する様子についての説明に供
する図である。
【図６】記号をクリアするときの第１種記号表示領域と第２種記号表示領域の変化の様子
についての説明に供する図である。
【図７】制御部による動作処理の方法についての説明に供するフローチャートである。
【符号の説明】
【００５７】
１　携帯電話装置
１１　操作部（キー操作部）
２１　ＬＣＤ表示部（表示部）
４４　メモリ
４５　制御部
１００　初期画面
１０１　第１種記号表示領域
１０２　第２種記号表示領域
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